





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 眞 思 今 貽 
る
比,
聞' 
く
朝 
端 
の 
名
ち
か
ご
ろ
朝
廷
に
そ
の
人
あ
り
と
名
を
お
聞
き
し
て
い
た
が
、
 
い
ま
郡
齋
臥
病
の
作
を
贈
ら
れ
た
。
ま
こ
と
の
思
い
は
玉
瑟
の
音
に
凝
結
し
、
氣
高
い
お
心
は
天 
翔
け
る
鶴
に
つ
き
從
う
。
黑
龍
頷
下
の
珠
を
え
ぐ
り
取
っ
て
、
あ
ざ
や
か
な
光
が
掌
の 
な
か
に
輝
い
て
い
る
。
も
し
作
詩
の
友
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
か
の
謝
靈
運
だ
。 
湖
州
刺
史
赴
任
以
前
の
于
慣
の
經
歷
と
し
て' 
吐
蕃
計
會
使
の 
仕
事
の
評
價
に
よ
り
長
安
縣
令
・
駕
部
郞
中
に
拔
擢
さ
れ
た
こ
と 
が
傳
え
ら
れ
る
。
「
充
入
西
蕃
計
會
使
、
將
命
稱
旨
、
時
論
以
爲 
有
出
疆
專
對
之
能
。
歷
長
安
縣
令
・
駕
部
郞
中
。
出
爲
湖
州
刺 
史
」
。(
『舊
唐
書
』
卷
一
五
六
、
本
傳)
于
頓
詩
を
褒
め
る
仕
方
は
、
 
ま
ず
詩
の
「
思
・
情
」
を
「瑤
瑟
，
雲
鶴
」
に
喩
え
る
。
そ
の
う 
え
で
黑
龍
の
あ
ご
の
下
に
あ
る
と
い
う
得
難
い
珠
に
重
ね
て
喩
え
、
 
い
ま
そ
れ
が
わ
が
掌
中
に
輝
く
、
と
い
う
二
段
構
え
に
な
っ
て
い 
る
。
謝
靈
運
は
皎
然
が
先
祖
と
し
て
詩
人
と
し
て
仰
ぐ
、
最
上
級 
に
評
價
す
る
詩
人
。
こ
の
こ
と
は
于
頤
「杼
山
集
序
」
に
も
述
べ 
ら
れ
る
。
い
ま
そ
れ
に
于
頓
を
比
べ
る
。
二
三
—
二
八
句
は
詩
か
ら
窺
わ
れ
る
于
頓
の
人
物
に
つ
い
て
述 
べ
る
。
下
平
聲
二
十
一
侵(
衿
・
心
・
深)
。
148
盤
薄
西
山
氣 
貯
在
君
子
衿 
澄
澹
秋
水
影 
用
爲
字
人
心 
群
物
如
鳧
鶯
游
翱
愛
淸
深
盤
薄
た
り
西
山
の
氣 
貯
え
て
君
子
の
衿
に
在
り 
澄
澹
た
り
秋
水
の
影 
用
て
字
人
の
心
と
為
す 
群
物
は
鳧
鷲
の
如
く 
游
翱
し
て
淸
深
を
愛
む
は
て
な
く
ひ
ろ
が
る
西
山
の
氣
は
、
貯
え
ら
れ
て
君
子
の
胸 
の
う
ち
に
あ
る
。
し
ず
か
に
す
ん
だ
秋
の
水
の
影
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ひ
と
を 
育
む
心
と
す
る
。
萬
物
は
鴨
や
鷗
の
よ
う
に
、
自
由
に
天
翔
け
て
淸
く
深
い
も 
の
を
こ
の
む
。
山
水
の
氣
と
影
と
を
う
け
て
、
あ
な
た
は
す
が
す
が
し
い
氣
持 
と
慈
し
み
の
心
に
み
ち
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
自
由
に
天
翔 
け
る
鳥
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
淸
ら
か
さ
深
さ
に
引
き
寄
せ
ら
れ 
る
。
「
西
山
氣
」
は
隱
棲
を
誘
う
山
の
爽
氣
の
こ
と
。
『世
說
新 
語
』
簡
傲
の
、
王
子
猷
の
語
「
西
山
朝
來
、
致
有
爽
氣
」
を
踏
ま 
え
る
。
「秋
水
」
は
秋
に
流
量
が
多
く
な
っ
た
河
川
の
こ
と
。
『莊 
子
』
秋
水
の
「秋
水
時
至
、
百
川
灌
河
」
に
由
來
す
る
語
。
詩
人
は
山
水
の
精
華
を
得
て
生
ま
れ
、
そ
の
得
た
も
の
か
ら
詩
が
生
ま 
れ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
則
っ
て
于
頓
は
皎
然
の
詩
を
評
價
し 
て
い
た
。
こ
の
定
式
を
踏
み
つ
つ
、
于
頓
が
修
辭
と
韻
律
へ
の
評 
價
に
傾
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
皎
然
は
よ
り
人
柄
の
方
へ
と
振
っ
て 
敍
述
を
進
め
る
。
ニ
九
—
三
二
句
は
于
頓
詩
の
品
第
を
定
め
る
。
入
聲
三
燭 
(
躅
・
足)
。
格
居
第
一
品 
格
は
第
一
品
に
居
り
、
高
步
凌
前
躅
高
步
前
躅
を
凌
ぐ
。
精
義
究
天
人
四
坐
聽
不
足
精
義
天
人
を
究
め
、
四
坐
聽
き
て
足
ら
ず
。
格
は
第
一
品
に
あ
っ
て
、
前
人
を
は
る
か
高
く
踏
み
越
え
て 
行
く
。
こ
ま
や
か
な
道
理
で
天
と
人
と
の
關
係
を
と
き
あ
か
し
、
ー
 
座
四
周
の
も
の
は
聞
き
飽
き
な
い
。
于
頓
の
詩
の
格
は
第
一
品
、
先
人
も
及
ば
な
い
。
形
而
上
的
な 
課
題
を
解
明
し
、
大
向
こ
う
を
う
な
ら
せ
る
。
手
放
し
の
褒
め
よ 
う
。
于
頓
詩
の
「
吳
山
爲
我
高
、
書
水
爲
我
深
。
萬
景
徒
有
象
、
149
孤
雲
本
無
心
」
の
部
分
を
言
う
の
か
、
そ
れ
と
も
別
に
書
い
た
も 
の
を
指
し
て
の
こ
と
か
。
于
頤
「杼
山
集
序
」
に
は
彼
に
詩
を
論 
じ
た
著
述
が
あ
っ
て
皎
然
が
序
を
依
賴
し
た
旨
を
述
べ
て
お
り
、
 
皎
然
が
あ
ら
か
じ
め
彼
の
書
い
た
も
の
を
讀
ん
で
い
た
可
能
性
は 
あ
る
。
三
三
—
三
六
句
は
于
頓
の
柳
憚
詩
へ
の
言
及
に
つ
い
て
、
三
七 
—
四
〇
句
は
于
頓
の
養
生
に
つ
い
て
、
四
一
・
四
ニ
句
は
面
會
要 
請
へ
の
返
答
を
述
べ
る
。
上
平
聲
十
七
眞(
蘋
・
辰
・
人)
十
八
諄
(
春
・
淳)
同
用
。
伊
昔
柳
太
守 
曾
賞
汀
洲
蘋 
如
何
五
百
年
重
見
江
南
春
公
每
省
往
事
詠
歌
懷
昔
辰
以
茲
得
高
臥
任
物
化
自
淳
還
因
訪
禪
隱
知
有
雪
山
人
伊
れ
昔
柳
太
守 
曾
て
汀
洲
の
蘋
を
賞
ず 
如
何
ぞ
五
百
年
に
し
て 
重
ね
て
江
南
の
春
を
見
る
と
は 
公
每
に
往
事
を
省
み 
詠
歌
し
て
昔
辰
を
懷
う 
茲
を
以
て
高
臥
を
得
て 
物
化
の
自
ず
か
ら
淳
き
に
任
す 
還
っ
て
禪
隱
を
訪
ぬ
る
に
因
り
て 
知
る
雪
山
の
人
有
る
を
そ
の
昔
、
太
守
の
柳
憚
は
、
丁
洲
の
白
蘋
を
め
で
て
詩
を
詠 
ん
だ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
五
百
年
後
に
、
ま
た
江
南
の
春
の
風
景
に 
め
ぐ
り
あ
う
と
は
。
于
公
は
つ
ね
づ
ね
往
時
の
こ
と
を
ふ
り
か
え
り
、
歌
を
詠
ん 
で
昔
の
時
閒
を
な
つ
か
し
む
。
い
ま
病
に
臥
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
物
の
變
化
の
敦
厚
な
原
理 
に
任
せ
て
お
ら
れ
る
。
か
え
っ
て
禪
に
隱
れ
る
者
を
訪
う
こ
と
で
、
雪
山
の
修
行
者 
に
出
く
わ
す
こ
と
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
〇
「
汀
洲
蘋
」
と
は
柳
偉
「
江
南
曲
」(
『玉
臺
新
詠
』
卷
五)
「
汀 
洲
採
白
蘋
、
日
落
江
南
春
」
を
指
す
。
「
五
百
年
」
と
は
聖
人
が 
五
百
年
ご
と
に
現
れ
る
考
え
方
に
則
っ
た
言
い
方
。
『孟
子
』
盡 
心
下
に
「由
堯
舜
至
於
湯
五
百
有
餘
歲
、
…
由
湯
至
於
文
王
五
百 
有
餘
歲
、
…
由
文
王
至
於
孔
子
五
百
有
餘
歲
」
と
あ
る
。
こ
れ
に 
關
し
て
『詩
式
』
卷
三
、
論
盧
藏
用
陳
子
昂
集
序
に
は
、
盧
藏
用 
が
陳
子
昂
を
「
道
喪
五
百
年
而
有
陳
君
」
と
す
る
の
に
異
議
を
唱 
え
て
、
「
豫
因
請
論
之
日
、
司
馬
子
長
自
序
云
、
周
公
卒
五
百
歲 
而
有
孔
子
、
孔
子
卒
五
百
歲
而
有
司
馬
公
。
邇
來
年
代
旣
遙
、
作 
者
無
限
。
若
論
筆
語
、
則
東
漢
有
班
張
崔
蔡
。
若
但
論
詩
、
則
魏
150
有
曹
劉
三
傅
、
晉
有
潘
岳
、
陸
機
、
阮
籍
、
盧
議
、
宋
有
謝
康
樂
、
 
陶
淵
明
、
鮑
明
遠
、
齊
有
謝
吏
部
、
梁
有
柳
文
暢
、
吳
叔
庠
、
作 
者
紛
紜
、
繼
在
靑
史
。
如
何
五
百
之
數
獨
歸
於
陳
君
乎
」
と
い
う
。
 
五
百
年
の
數
は
ひ
と
り
陳
君
に
の
み
歸
す
る
の
で
は
な
い
と
し
、
 
評
價
す
べ
き
多
く
の
詩
人
の
ひ
と
り
に
柳
憚
を
數
え
て
い
る
。
こ 
こ
で
は
于
頓
を
、
そ
の
柳
憚
の
あ
と
に
付
け
る
扱
い
を
し
て
い
る 
こ
と
に
な
る
。
于
頤
詩
で
、
衰
え
た
湖
州
の
文
壇
を
盛
り
返
す
の 
は
あ
な
た
だ
と
言
わ
れ
た
の
に
、
于
頓
の
詩
こ
そ
そ
う
で
あ
る
と 
返
し
た
も
の
。
「高
臥
」
は
漢
の
汲
黯
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
汲 
黯
の
治
世
は
、
部
下
を
選
ん
で
任
せ
大
筋
を
い
う
の
み
で
、
細
部 
に
拘
ら
な
か
っ
た
が
よ
く
治
ま
っ
た
。
天
子
が
病
氣
が
ち
の
彼
を 
淮
陽
太
守
に
任
じ
よ
う
と
し
て
、
臥
し
た
ま
ま
で
治
め
て
ほ
し
い 
と
言
っ
た
と
い
う
。
『史
記
』
卷
一
ニ
〇
、
汲
黯
傳
に
「吾
徒
得 
君
之
重
、
臥
而
治
之
」
。
用
語
は
謝
眺
「在
郡
卧
病
呈
沈
尙
書
」 
詩
「淮
陽
股
肱
守
、
高
卧
猶
在
茲
」
を
取
っ
た
。
「
禪
隱
」
は
自
身
の
こ
と
。
「
小
隱
は
陵
藪
に
隱
れ
、
大
隱
は 
朝
市
に
隱
る
」
。(
王
康
踞
「反
招
隱
」
詩
、
『文
選
』
卷
ニ
ニ)
皎
然 
は
禪
に
隱
れ
る
と
自
身
が
言
う
。
「
苕
谿
草
堂
自
大
曆
三
年
夏
新 
營
洎
秋
及
春
彌
覺
境
勝
因
紀
其
事
簡
潘
丞
述
湯
評
事
衡
四
十
三 
韻
」(
集
卷
二)
に
「
吾
師
逆
流
敎
、
禪
隱
殊
古
昔
」
、
原
注
に 
「
僧
傳
云
、
人
皆
隱
於
山
、
我
獨
隱
於
禪
」
と
。
「
雪
山
人
」
は
釋
迦
の
前
身
、
雪
山
童
子
の
話
を
踏
ま
え
る
。
釋
迦
は
前
身
に
お 
い
て
雪
山(
ヒ
マ
ラ
ヤ)
で
修
行
し
て
い
た
。
そ
の
お
り
羅
刹
に 
變
じ
た
帝
釋
天
か
ら
「諸
行
無
常
偈
」
の
前
半
「
諸
行
無
常
、
是 
生
滅
法
」
を
聞
き
、
後
半
を
求
め
て
捨
身
し
た
と
い
う
。(
『大
乘 
涅
槃
經
』
卷
一
五)
い
ま
佛
敎
の
求
道
者
と
し
て
、
于
頓
を
こ
れ 
に
見
立
て
る
。
于
頓
が
皎
然
を
「冰
雪
姿
」
と
形
容
し
た
の
を
、
 
あ
な
た
こ
そ
「
雪
山
人
」
修
行
中
の
釋
迦
で
あ
る
、
と
返
し
た
も 
の
。以
上
ま
と
め
る
と
、
一
、
于
頓
の
詩
が
皎
然
の
經
歷
の
簡
要
な 
ま
と
め
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
文
人
士
大
夫
と
し
て
の
過
去
と
、
 
佛
僧
と
し
て
の
後
半
生
と
、
そ
れ
ら
が
あ
わ
さ
っ
て
現
在
の
皎
然 
と
な
っ
て
い
る
。
二
、
詩
の
評
價
に
つ
い
て
、
湖
州
に
埋
藏
す
る 
玉
を
比
喩
媒
體
と
し
て
、
措
辭
と
韻
律
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ 
と
。
及
び
、
敍
景
表
現
の
な
か
で
得
ら
れ
た
理
を
語
る
こ
と
。
三
、
 
皎
然
詩
を
評
價
す
る
鑑
識
眼
を
も
つ
の
は
自
身
で
あ
る
、
と
強
調 
す
る
こ
と
。
四
、
面
會
の
要
請
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
ご
當
地
の 
有
名
な
詩
を
出
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
共
通
の
紐
帶
と
し
て
佛 
の
敎
說
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
。
皎
然
の
應
酬
詩
は
、
こ
れ
ら
諸
點
に
應
答
す
る
か
た
ち
と
な
っ 
て
い
る
。
ー
、
自
身
の
あ
り
よ
う
へ
の
言
及
、
及
び
相
手
の
施
政
151
を
褒
め
る
こ
と
。
二
、
相
手
の
佛
敎
の
造
詣
を
評
價
す
る
こ
と
。 
詩
の
評
價
は
、
お
な
じ
く
玉
を
比
喩
媒
體
と
す
る
が
、
よ
り
得
難 
い
黑
龍
頷
下
の
珠
へ
と
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
詩
人
と
し
て 
の
評
價
は
、
こ
れ
も
最
上
級
の
詩
人
、
謝
靈
運
に
比
し
て
い
る
こ 
と
。
三
、
詩
の
風
景
の
評
價
か
ら
、
そ
れ
を
生
ん
だ
ひ
と
の
人
格 
へ
の
評
價
へ
と
移
っ
て
い
る
こ
と
。
手
放
し
の
褒
め
よ
う
と
な
っ 
て
い
る
こ
と
。
四
、
ご
當
地
の
詩
を
擧
げ
た
の
に
、
文
學
史
的
な 
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
こ
と
。
自
身
に
對
す
る
形
容
を
巧
み
に
佛 
敎
の
典
故
を
用
い
て
返
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。 
于
頓
が
面
會
を
も
と
め
る
に
あ
た
り
、
皎
然
の
經
歷
、
及
び
著 
作
に
對
す
る
詳
細
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。 
于
頓
詩
が
、
賈
晉
華
の
言
う
よ
う
に
、
赴
任
の
歲
の
秋
の
う
ち
に 
書
か
れ
た
と
す
る
と
、
皎
然
文
集
編
纂
の
下
勅
を
見
越
し
て
書
か 
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
非
常
に
よ
く
整
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い 
う
印
象
を
受
け
る
。
勅
文
「敕
浙
西
觀
察
使
牒
湖
州
當
州
皎
然
禪 
師
集
」(
『四
部
叢
刊
』
所
收
上
海
涵
芬
樓
影
印
江
安
傅
氏
雙
鑑
樓
藏
景 
宋
寫
本
『晝
上
人
集
』
卷
首)
の
日
付
は
「貞
元
ハ
年
正
月
十
日
牒
」 
と
あ
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
得
た
う
え
で
于
頓
の
湖
州
刺
史 
赴
任
が
あ
っ
た
と
見
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
皎
然
に
は
こ
の
他
に
も
う
一
首
、
于
頓
に
唱
和
し
た
詩 
が
あ
る
。
『唐
詩
紀
事
』
卷
七
二
、
僧
靈
澈
の
條
に
靈
澈
「九
日
和
于
使
君
思
上
京
親
故
」
詩
を
載
せ
、
皎
然
の
作
を
そ
の
後
に
付 
け
て
い
る
。
『四
部
叢
刊
』
本
に
は
採
錄
せ
ず
、
汲
古
閣
本
に
は 
卷
十
「杼
山
集
補
遺
」
に
こ
れ
を
拾
っ
て
い
る
。
「
霽
景
滿
水
國
、
 
我
公
望
江
城
。
碧
山
與
黃
花
、
爛
慢
多
秋
情
。
搖
落
見
松
柏
、
 
歲 
寒
比
忠
貞
。
歡
娛
在
鴻
都
、
是
日
思
朝
英
」
。
賈
晉
華
は
于
頓
の 
皎
然
文
集
編
纂
後
に
詠
ま
れ
た
と
推
定
す
る
。
--
文
集
序
に
は
そ
の
文
學
の
文
學
史
上
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
本 
人
の
經
歷
、
編
纂
の
經
緯
な
ど
が
書
か
れ
る
。
そ
の
文
學
史
の
考 
え
方
に
は
、
お
お
き
く
分
け
て
、
古
を
よ
い
と
す
る
も
の
、
今
を 
よ
い
と
す
る
も
の
の
ふ
た
つ
が
あ
り' 
前
者
は
『漢
書
』
藝
文 
志
，
詩
賦
略
に
、
後
者
は
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
に
代
表
さ
れ
る
。 
唐
代
の
文
學
史
は
基
本
的
に
兩
者
の
折
衷
型
で
あ
る
。
「與
東
方 
左
史
虬
修
竹
篇
書
」
に
下
降
文
學
史
觀
を
鮮
明
に
提
示
し
た
陳
子 
昂
と
、
そ
の
文
學
を
文
學
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
盧
藏
用
の 
「右
拾
遺
陳
子
昂
文
集
序
」
が
ひ
と
つ
の
規
範
と
な
る
。
皎
然
自 
身
の
詩
文
に
は
前
者
の
下
降
史
觀
が
ま
ま
窺
え
る
が
、
こ
こ
で
于 
頓
は
今
の
文
學
を
評
價
す
る
後
者
の
文
學
觀
に
立
っ
て
文
學
史
上 
の
位
置
づ
け
を
す
る
。
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
標
準
的
な
文
學
觀
で 
あ
り
于
頓
が
そ
の
考
え
方
に
與
す
る
こ
と
が
根
幹
に
あ
る
が
、
よ
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り
直
接
的
な
理
由
は
皎
然
が
謝
靈
運
の
後
裔
に
あ
た
る
こ
と
で
あ 
る
。以
下
、
汲
古
閣
本
に
從
っ
て
本
文
を
提
示
し
、
內
容
を
吟
味
し 
て
ゆ
く
。
文
集
序
と
撰
者
の
表
記
に
つ
い
て
。
杼
山
集
序 
朝
議
郞
大
夫
守
湖
州
刺
史
于
頓
撰 
皎
然
文
集
は
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
名
稱
の
も
と
に
傳
え
ら
れ 
て
い
る
。
皎
然
文
集
を
進
呈
せ
よ
と
の
勅
文
に
は
「(
湖
州)
當 
州
皎
然
禪
師
集
」
と
し
て
い
た
。
于
頓
編
集
本
に
も
と
づ
く
二
種 
の
テ
キ
ス
ト
が
今
に
傳
え
ら
れ
、
よ
り
早
期
の
體
裁
を
遺
す
江
安 
傅
氏
雙
鑑
樓
藏
景
宋
寫
本(
『四
部
叢
刊
』
所
收
本)
の
卷
首
に
附 
さ
れ
る
于
頓
序
に
は
「
吳
興
晝
上
人
集
」
序
と
す
る
。
汲
古
閣
本 
は
こ
の
系
統
の
本
に
增
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
『文 
苑
英
華
』
に
「
吳
興
晝
公
集
」
序
、
『郡
齋
讀
書
志
』
卷
一
八
に 
「皎
然
杼
山
集
十
卷
」
、
『直
齋
書
錄
解
題
』
卷
一
九
に
「
吳
興
集 
一
卷
」
と
。
『全
唐
文
』
に
は
「
釋
皎
然
杼
山
集
」
序
と
す
る
。
 
撰
者
于
頓
の
肩
書
き
と
し
て
冠
せ
ら
れ
た
「朝
議
郞
大
夫
」
は 
「
朝
議
大
夫
」
と
す
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
『嘉
泰
吳
興
志
』
卷
一
八
、
碑
碣
に
「袁
高
茶
山
述
、
在
墨
妙
亭
、
唐
朝
義
大
夫
使
持 
節
湖
州
諸
事
事
、
守
湖
州
刺
史
、
護
軍
、
賜
紫
金
魚
袋
于
頓
撰
。 
朝
義
郞
前
滁
州
長
史
上
柱
國
徐
疇
書
。
蓋
述
刺
史
袁
高
所
作
茶
山 
詩
也
」
と
あ
る
。
序
の
本
文
を
全
ハ
段
に
分
け
る
。
第
一
段
は
詩
の
傳
統
が
詩
經 
か
ら
楚
辭
へ
と
受
け
繼
が
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
詩
自
風
雅
道
息
二
百
餘
年
、
而
騷
人
作
。
其
旨
愁
思
、
其 
文
婉
麗' 
亡
楚
之
變
風
歟
。
詩
と
い
う
も
の
は
、
詩
經
の
國
風
と
大
雅
の
傳
統
が
途
絕 
え
て
二
百
年
に
し
て
、
離
騷
の
詩
人
屈
原
が
出
た
。
趣
旨
は 
憂
愁
に
あ
り
、
表
現
は
華
麗
で
あ
り
、
滅
び
ゆ
く
楚
國
の
亂 
世
の
う
た
と
い
う
べ
き
か
。
理
念
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「詩
」
を
提
示
し
、
詩
經
か
ら 
楚
辭
へ
と
繋
ぐ
。
『漢
書
』
卷
三
〇
、
藝
文
志
・
詩
賦
略
は
、
詩 
の
歷
史
を
風
諭
機
能
の
喪
失
に
お
い
て
捉
え
、
詩
經
の
直
系
に
楚 
辭
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
春
秋
之
後
、
周
道
綾
壞
、
聘
問
歌
詠 
不
行
於
列
國
、
學
詩
之
士
逸
在
布
衣
、
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。 
大
儒
孫
卿
及
楚
臣
屈
原
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以
風
、
咸
有
惻
隱
古 
詩
之
義
。
其
後
宋
玉
・
唐
勒
、
漢
興
枚
乘
・
司
馬
相
如
、
下
及
揚
153
子
雲
、
競
爲
侈
麗
閔
衍
之
詞
、
沒
其
風
諭
之
義
」
。
屈
原
の
離
騷 
は
「
惻
隱
古
詩
之
義
」
の
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
經
の
後
繼
に
置 
か
れ
、
宋
玉
以
下
は
「
風
諭
之
義
」
を
喪
っ
て
い
る
と
し
て
排
斥 
さ
れ
る
。
い
ま
こ
の
仕
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
か
し
屈
原
と
宋 
玉
以
下
の
違
い
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
「
風
諭
」
に
換
え 
て
「
變
風
」
の
槪
念
を
援
用
す
る
。
詩
經
で
周
南-
召
南
を
、
王 
道
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
の
う
た
「
正
風
」
と
す
る
の
に
對
し
、
 
邺
風
以
下
を
亂
れ
た
時
代
の
う
た
「變
風
」
と
す
る
。
『毛
詩
』 
大
序
に
「至
于
王
道
衰
、
禮
義
廢
、
政
敎
失
、
國
異
政
、
家
殊
俗
、
 
而
變
風
變
雅
作
矣
」
。
こ
こ
で
は
楚
辭
を
詩
經
の
「變
風
」
と
し 
て
後
繼
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
部
分
、
表
現
は
盧
藏
用
「右
拾
遺
陳
子
昂
文
集
序
」 
(
『全
唐
文
』
卷
二
三
八)
の
「
孔
子
歿
二
百
歲
而
騷
人
作
、
於
是 
婉
麗
浮
侈
之
法
行
焉
」
を
承
け
る
。
た
だ
し
、
盧
藏
用
の
「婉
麗 
浮
侈
」
が
否
定
的
な
評
價
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
于
頓
の
「婉 
麗
」
は
華
麗
な
さ
ま
を
い
い' 
肯
定
的
な
評
價
で
あ
る
と
い
う
、
 
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
違
い
が
あ
る
。
第
二
段
は
漢
代
に
お
け
る
詩
の
演
變
を
五
言
詩
に
絞
っ
て
述
べ 
る
。
至
西
漢
、
李
陵
蘇
武
始
全
爲
五
言
詩
體
。
源
於
風
、
流
於
騷
、
故
多
憂
傷
離
遠
之
情
。
梁
昭
明
所
撰
文
選
、
錄
古
詩
十 
九
首
、
亡
其
名
氏
。
觀
其
辭
、
蓋
東
漢
之
世
、
亦
蘇
李
之
流 
也
。漢
代
に
い
た
っ
て
、
李
陵
と
蘇
武
が
は
じ
め
て
五
言
詩
の 
ス
タ
イ
ル
を
完
成
し
た
。
詩
經
に
源
を
發
し
、
離
騷
に
流
れ 
を
汲
む
、
ゆ
え
に
そ
の
內
容
は
憂
い
傷
み
別
れ
を
悲
し
む
氣 
持
に
滿
ち
て
い
る
。
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
の
編
纂
し
た
文
選 
に
は
古
詩
十
九
首
を
編
錄
し
て
い
る
が' 
作
者
の
姓
名
は
失 
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
措
辭
を
見
る
に
、
た
ぶ
ん
後
漢
の
世
の 
作
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
蘇
武
李
陵
の
流
派
で
あ
る
。 
漢
代
辭
賦
の
作
家
を
並
べ
る
の
が
通
常
の
文
學
史
の
書
き
方
だ 
が
、
こ
こ
で
は
一
切
省
略
す
る
。
五
言
詩
を
中
心
と
し
た
文
學
史 
記
述
は
鍾
蝶
『詩
品
』
序
に
倣
う
か
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
李 
陵
・
蘇
武
を
五
言
詩
の
發
祥
と
し
、
古
詩
十
九
首
を
あ
と
に
つ
け
、
 
王
楊
枚
馬
に
は
詩
が
な
い
と
し
、
班
婕
妤
、
班
固
を
擧
げ
る
。 
「逮
漢
、
李
陵
、
始
著
五
言
之
目
矣
。
古
詩
眇
邈
、
人
世
難
詳
、
 
推
其
文
體
、
固
是
炎
漢
之
製
、
非
衰
周
之
倡
也
。
自
王
楊
枚
馬
之 
徒
、
詞
賦
競
爽
、
而
吟
詠
靡
聞
。
從
李
都
尉
迄
班
婕
妤
、
將
百
年 
閒
、
有
婦
人
焉
、
一
人
而
已
。
詩
人
之
風
、
頓
已
缺
喪
。
東
京
二 
百
載
中
、
惟
有
班
固
詠
史
、
質
木
無
文
」
。
こ
の
前
半
部
分
を
取
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り
、
前
漢
に
李
陵
・
蘇
武
を
、
後
漢
に
古
詩
十
九
首
を
配
す
る
。 
漢
代
辭
賦
の
作
家
以
下
は
切
り
捨
て
る
。
た
だ
し
李
陵'
穌
武
の 
詩
は
、
ふ
た
り
の
事
跡
を
踏
ま
え
た
僞
作
で
あ
る
と
今
で
は
見
な 
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
疑
義
が
あ
り
、
 
例
え
ば
劉
勰
『文
心
雕
龍
』
明
詩
に
は
「李
陵
，
班
婕
妤
見
疑
於 
後
代
也
」
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
『詩
品
』
の
他
、
『文
選
』
卷 
一
ー
九
に
李
陵'
穌
武
の
作
と
す
る
な
ど
、
大
方
の
見
方
は
こ
ち
ら 
の
ほ
う
に
あ
る
。
皎
然
も
『詩
式
』
卷
ー
、
李
少
卿
竝
古
詩
十
九 
首
に
、
「其
五
言
、
周
時
已
見
濫
觴' 
及
乎
成
篇
、
則
始
於
李
陵 
蘇
武
」
と
い
う
。
于
順
も
こ
れ
に
從
う
。
古
詩
十
九
首
に
つ
い
て
、
『文
選
』
卷
二
九
に
は
無
名
氏
の
作 
と
し
て
收
錄
し
、
徐
陵
『玉
臺
新
詠
』
に
は
う
ち
ハ
首
を
漢
の
枚 
乘
作
と
す
る
が
、
李
善
は
「
竝
云
古
詩
、
蓋
不
知
作
者
。
或
云
枚 
乘
、
疑
不
能
明
也
」
と
い
い
、
い
ま
こ
ち
ら
の
見
方
を
踏
襲
す
る
。 
製
作
年
代
に
つ
い
て
、
『詩
品
』
序
で
は
前
漢
の
作
と
見
て
い
る 
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
後
漢
の
作
と
す
る
。
こ
の
見
方
は
現
在
に 
お
い
て
も
ほ
ぼ
定
說
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
皎
然
は
後
漢
の
作 
で
あ
る
根
據
と
し
て
、
こ
の
う
ち
二
首
の
作
者
の
名
を
擧
げ
て
い 
る
。
『詩
式
』
卷
ー
、
李
少
卿
竝
古
詩
十
九
苴
に
「十
九
首
、
辭 
精
義
炳
、
婉
而
成
章
、
始
見
作
用
之
功
。
蓋
東
漢
之
文
體
、
又
如 
冉
冉
孤
生
竹
、
靑
靑
河
畔
草
、
傅
毅
・
蔡
邕
所
作
。
以
此
而
論
、
爲
漢
明
矣
」
。
于
頓
序
の
記
述
は
、
こ
の
點
に
お
い
て
皎
然
の
認 
識
と
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
段
は
魏
晉
の
詩
を
、
王
粲
と
曹
植
、
陸
機
と
潘
岳
に
代
表 
さ
せ
て
述
べ
る
。
洎
建
安
中
、
王
仲
宣
曹
子
建
鼓
其
風
、
晉
世
陸
士
衡
潘
安 
仁
揚
其
波
。
王
曹
以
氣
勝
、
潘
陸
以
文
尙
。
氣
勝
者
魏
・
興 
武
功
於
二
京
已
覆
、
文
尙
者
晉
武
亡
帝
圖
於
五
胡
肇
亂
。
觀 
其
人
文
興
亡
之
跡
、
人
焉
庾
哉
、
人
焉
庾
哉
。
建
安
年
閒
よ
り
、
王
粲
と
曹
植
が
風
を
起
こ
し
、
晉
代
で 
は
陸
機
と
潘
岳
が
波
を
揚
げ
た
。
王
粲
曹
植
は
氣
迫
に
ま
さ 
り
、
潘
岳
陸
機
は
文
彩
が
す
ぐ
れ
る
。
氣
迫
に
ま
さ
る
の
は 
魏
の
太
祖
が
武
功
を
兩
京
陷
落
の
際
に
立
て
た
と
き' 
文
彩 
が
す
ぐ
れ
る
の
は
晉
の
武
帝
が
帝
國
の
は
か
り
ご
と
を
五
胡 
の
擾
亂
に
を
き
っ
か
け
に
失
っ
た
と
き
だ
。
文
化
の
興
亡
の 
跡
を
觀
る
に
、
そ
の
ひ
と
の
文
才
は
隱
せ
な
い
、
隱
せ
な
い 
も
の
だ
。
『詩
品
』
序
は
建
安
と
太
康
に
分
け' 
そ
れ
ぞ
れ
曹
氏
父
子
劉 
禎
王
粲
、
三
張
二
陸
兩
潘
一
左
を
あ
げ
て
い
た
。
「降
及
建
安
、
 
曹
公
父
子
、
篤
好
斯
文
、
平
原
兄
弟
、
鬱
爲
文
棟
、
劉
植
王
粲
、
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爲
其
羽
翼
。:
.
太
康
中
、
三
張
二
陸
兩
潘
一
左
、
勃
爾
復
興
、
踵 
武
前
王
、
風
流
末
沫
、
亦
文
章
之
中
興
也
」
。
こ
れ
を
ひ
と
く
く 
り
に
し
、
代
表
詩
人
も
半
分
に
絞
る
。
文
學
觀
に
つ
い
て
は
『宋
書
』
卷
六
七
、
謝
靈
運
傳
論
を
踏
ま 
え
る
。
そ
れ
は
文
學
の
演
變
を
評
價
し
文
飾
を
肯
定
す
る
視
點
に 
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
詩
歌
は
民
の
自
然
な
情
の
發 
露
に
よ
り
、
內
な
る
志
が
う
た
と
し
て
外
に
發
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
周
が
衰
え
る
と
麗
し
い
文
學
の
傳
統
は
い
よ
い
よ
顯
著
に
な
る
。 
屈
原
・
宋
玉
・
賈
誼
・
司
馬
相
如
ら
が
華
麗
な
措
辭
と
高
尙
な
內 
容
に
よ
っ
て
創
作
し
、
王
褒
・
劉
向
・
揚
雄
・
班
固
・
崔
駆
・
蔡 
邕
が
さ
ら
に
情
趣
と
志
向
を
多
樣
に
推
し
廣
げ
る
。
「
民
稟
天
地 
之
靈
、
含
五
常
之
德
、
剛
柔
迭
用
、
喜
愠
分
情
。
夫
志
動
於
中
、
 
則
歌
詠
外
發
。:
.
周
室
旣
衰
、
風
流
彌
著
。
屈
平
宋
玉
、
導
淸
源 
於
前
、
賈
誼
相
如
、
振
芳
塵
於
後
、
英
辭
潤
金
石
、
高
義
薄
雲
天
。 
自
茲
以
降
、
情
志
愈
廣
。
王
褒
劉
向
、
揚
班
崔
蔡
之
徒
、
異
軌
同 
奔
、
遞
相
師
祖
。
雖
淸
辭
麗
曲
、
時
發
乎
篇
、
而
蕪
音
累
氣
、
固 
亦
多
矣
」
。
否
定
さ
れ
る
べ
き
は
風
諭
の
喪
失
に
よ
る
一
代
の
文 
學
全
體
で
は
な
く
、
名
作
の
一
方
で
多
量
に
生
じ
る
駄
作
で
あ
る
。 
そ
こ
で
は
建
安
文
學
は
內
容
を
包
む
表
現
の
あ
や
に
よ
っ
て
評
價 
さ
れ
て
い
た
。
「
至
于
建
安
、
曹
氏
基
命
、
二
祖
陳
王
、
咸
蓄
盛 
藻
、
甫
乃
以
情
緯
文
、
以
文
被
質
」
。
ま
た
太
康
文
學
は
修
辭
と
韻
律
に
よ
っ
て
評
價
さ
れ
て
い
た
。
「
降
及
元
康
、
潘
陸
特
秀
、
 
律
異
班
賈
、
體
變
曹
王
、
縛
旨
星
稠
、
繁
文
綺
合
。
綴
平
臺
之
逸 
響
、
採
南
皮
之
高
韻
、
遺
風
餘
烈
、
事
極
江
右
」
。
こ
こ
で
は
建 
安
文
學
を
修
辭
の
側
面
に
お
い
て
み
る
觀
點
は
捨
て
、
建
安
を 
「氣
」
に
、
太
康
を
「
文
」
に
代
表
さ
せ
る
と
い
う
、
割
り
切
っ 
た
構
圖
を
採
る
。
末
節
の
表
現
は
『論
語
』
為
政
の
「
視
其
所
以
、
觀
其
所
由
、
 
察
其
所
安
、
人
焉
庾
哉
、
人
焉
庾
訟
」
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 
第
四
段
は
南
朝
宋
の
文
學
を
謝
靈
運
ひ
と
り
に
代
表
さ
せ
て
述 
べ
る
。
宋
髙
祖
平
桓
玄
定
江
表
、
文
帝
繼
業
五
十
年
閒
、
江
左
寧 
謐
。
魏
晉
文
章
、
鬱
然
復
興
。
康
樂
侯
謝
靈
運
、
獨
步
江
南
、
 
俯
視
潘
陸
。
其
文
炳
而
麗
、
其
氣
逸
而
暢
。
驅
風
雷
於
江
山
、
 
變
晴
昏
於
洲
渚
、
煙
雲
以
之
慘
淡
、
景
氣
爲
其
澄
霽
。
信
江 
表
之
文
英
、
五
言
之
麗
則
者
也
。
宋
の
高
祖
が
桓
玄
を
討
っ
て
江
南
を
平
定
し
、
文
帝
が
そ 
の
業
績
を
繼
い
で
五
十
年
閒
、
江
南
の
地
は
穩
や
か
で
あ
っ 
た
。
魏
晉
時
代
の
文
學
が
盛
ん
に
復
興
し
た
。
康
樂
侯
の
謝 
靈
運
は
江
南
の
地
に
ひ
と
り
拔
き
ん
出
、
潘
岳
と
陸
機
を
見 
下
ろ
し
た
。
そ
の
文
章
は
輝
い
て
華
麗
、
そ
の
氣
質
は
す
ぐ
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れ
て
の
び
や
か
。
風
と
雷
を
山
川
に
驅
り
、
晴
と
曇
を
水
邊 
に
起
こ
し
、
雲
が
生
じ
て
暗
く
な
る
か
と
思
え
ば
、
景
色
が 
晴
れ
て
す
み
わ
た
る
。
ま
こ
と
に
江
南
の
文
學
者
の
英
華
で 
あ
り
、
五
言
詩
の
典
麗
文
雅
な
も
の
で
あ
る
。
 
謝
靈
運
を
文
學
史
の
頂
點
に
位
置
づ
け
る
發
想
は
、
ほ
か
で
も 
な
く
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
特 
徵
的
な
「文
體
三
變
」
說
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
說
は
、
 
漢
代
よ
り
建
安
ま
で
を
古
典
時
代
と
見
な
し
、
文
學
の
ス
タ
イ
ル 
が
「形
似
」
の
司
馬
相
如
、
「
情
理
」
の
班
固
を
經
て
、
「氣
質
」 
の
曹
植
，
王
粲
へ
と
展
開
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
要
點
は
、
前 
二
者
を
踏
ま
え
て
、
建
安
文
學
が
飛
躍
を
遂
げ
た
と
言
う
と
こ
ろ 
に
あ
る
。
「自
漢
至
魏
、
四
百
餘
年
、
辭
人
才
子
、
文
體
三
變
。
 
相
如
巧
爲
形
似
之
言
、
班
固
長
於
情
理
之
說
、
子
建
仲
宣
以
氣
質 
爲
體
、
竝
標
能
擅
美
、
獨
映
當
時
」
。
す
な
わ
ち
、
續
く
近
現
代 
の
記
述
に
お
い
て
、
太
康
文
學
、
 
東
晉
文
學
の
あ
と
に
宋
代
文
學 
を
擧
げ
、
韻
律
文
飾
に
秀
で
る
謝
靈
運
を
ひ
と
つ
の
到
達
點
に
位 
置
づ
け
る
の
は
、
建
安
文
學
が
飛
躍
を
遂
げ
た
の
と
ち
ょ
う
ど
對 
應
す
る
關
係
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
編
者
沈
約
み
ず
か
ら
の 
音
韻
理
論
を
顯
彰
す
る
と
い
う
意
圖
が
含
ま
れ
て
い
る
。
『詩
品
』 
序
に
、
建
安
の
曹
植
、
太
康
の
陸
機
と
比
べ
て
、
元
嘉
の
謝
靈
運
を
擧
げ
、
三
者
を
五
言
詩
の
頂
點
に
位
置
づ
け
る
の
も
、
こ
の
三 
變
說
が
影
響
し
て
い
よ
う
。
「
陳
思
王
爲
建
安
之
傑
、
公
幹
仲
常
一 
為
輔
。
陸
機
爲
太
康
之
英
、
安
仁
景
陽
為
輔
。
謝
客
爲
元
嘉
之
雄
、
 
顏
延
年
為
輔
。
斯
皆
五
言
之
冠
冕
、
文
詞
之
命
世
也
」
。
い
ま
兩 
漢
文
學
、
魏
晉
文
學
に
引
き
續
い
て' 
宋
代
文
學
を
謝
靈
運
に
代 
表
さ
せ
て
相
應
の
紙
幅
を
割
く
仕
方
は
、
こ
の
三
變
說
が
基
底
に 
作
用
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
な
お
皎
然
は
、
時
代
區
分
に
つ
い 
て
は
明
記
し
な
い
が
、
漢
か
ら
唐
ま
で
に
文
體
が
四
變
し
た
と
述 
べ
て
い
る
。
『詩
式
』
卷
ー
、
序
に
「洎
西
漢
以
來
、
文
體
四
變
」
。 
謝
靈
運
を
過
去
の
詩
人
に
引
き
比
べ
、
古
今
に
冠
絕
す
る
と
い 
う
表
現
は
、
『詩
品
』
序
に
見
え
る
。
「
元
嘉
中
、
有
謝
靈
運
、
オ 
高
詞
盛
、
富
豔
難
踪
、
固
已
含
跨
劉
郭
、
凌
櫟
潘
左
」
。
同
樣
の 
發
想
と
表
現
は
、
唐
代
の
復
古
文
學
史
觀
に
も
と
づ
く
論
の
中
に 
移
植
さ
れ
て
し
ば
し
ば
見
え
る
。
盧
藏
用
「
右
拾
遺
陳
子
昂
文
集 
序
」
に
「崛
起
江
漢
、
虎
視
函
夏
、
卓
立
千
古
、
橫
制
頹
波
」
。 
李
陽
冰
「唐
李
翰
林
草
堂
集
序
」(
『全
唐
文
』
卷
四
三
七)
に
「
馳 
驅
屈
宋
、
鞭
撻
揚
馬
、
千
載
獨
步
、
惟
公
一
人
」
。
皎
然
の
謝
靈
運
に
對
す
る
評
價
は
、
『詩
議
』
に
、
時
代
が
降 
る
に
つ
れ
浮
華
に
お
も
む
き
風
格
が
う
し
な
わ
れ
る
な
か
で
、
ひ 
と
り
そ
の
衰
え
た
風
潮
を
引
き
と
め
る
者
、
と
し
て
見
え
る
。
 
「
正
始
中
、:
.
論
其
代
、
則
漸
浮
侈
矣
。
晉
世
尤
尙
綺
靡
。:
.
宋
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初
文
格
、
與
晉
相
沿
、
更
麒
類
矣
。
論
人
、
則
康
樂
侯
秉
獨
善
之 
姿
、
振
頹
靡
之
俗
。
沈
建
昌
評
、
自
靈
均
以
來
、
一
人
而
已
」
。
 
ま
た
『詩
式
』
卷
ー
、
文
章
正
宗
に
は
、
そ
の
文
學
が
內
容
と
修 
辭
と
も
に
優
れ
る
こ
と
を
風
景
描
寫
の
比
喩
と
と
も
に
述
べ
、
古 
今
文
學
史
の
中
心
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
曩
者
嘗
與
諸
侯
論
康 
樂
爲
文
、
眞
於
情
性
、
尙
於
作
用
、
不
顧
詞
彩
、
而
風
流
自
然
。 
彼
淸
景
當
中
、
天
地
秋
色
、
詩
之
量
也
。
慶
雲
從
風
、
舒
卷
萬
狀
、
 
詩
之
變
也
。
不
然
、
何
以
得
其
格
高
、
其
氣
正
、
其
體
貞
、
其
貌 
古
、
其
詞
深
、
其
才
婉
、
其
德
容
、
其
調
逸
、
其
聲
諧
哉
。
至
如 
述
祖
德
一
章
、
擬
鄴
中
ハ
首
、
經
廬
陵
王
墓
、
臨
池
上
樓
、
識
度 
高
明
、
蓋
詩
中
之
日
月
也
、
安
可
攀
援
哉
。:
.
故
能
上
躡
風
騷
、
 
下
超
魏
晉
。
建
安
製
作
、
其
椎
輪
乎
」
。
于
慣
の
記
述
は
こ
れ
に 
論
旨
を
取
り
、
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他'
「魏
晉
文
章
、
鬱
然
復
興
」
の
表
現
は
、
『詩
品
』
序 
の
「太
康
中
、
三
張
二
陸
兩
潘
一
左
、
勃
爾
復
興
」
に
似
る
。 
「
麗
則
」
の
語
は
、
『漢
書
』
藝
文
志
，
詩
賦
略
に
揚
雄
『法
言
』 
を
引
い
て
「詩
人
之
賦
麗
以
則
、
辭
人
之
賦
麗
以
淫
」
と
あ
る
の 
に
も
と
づ
く
。
于
頓
「
郡
齋
臥
疾
贈
晝
上
人
」
詩
に
も
「
麗
則
風 
騷
後
、
然
公
我
詞
客
」
と
あ
っ
た
。
第
五
段
は
齊
の
文
學
を
謝
眺
に
代
表
さ
せ
て
述
べ
、
梁
陳
以
降 
の
文
學
に
低
い
評
價
を
與
え
る
。
迨
於
齊
世
、
宣
城
守
謝
玄
暉
、
亦
得
其
辭
調
、
涵
於
氣
格
、
 
不
侔
康
樂
矣
。
梁
陳
已
降
、
雖
作
者
不
絕
、
而
五
言
之
道
、
 
不
勝
其
情
矣
。
齊
の
時
代
に
な
っ
て
、
宣
城
太
守
謝
眺
も
、
ま
た
修
辭
，
 
音
韻
を
會
得
し
、
氣
韻
・
格
調
に
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、
謝
靈 
運
ほ
ど
で
は
な
い
。
梁
陳
以
降
、
作
者
は
絕
え
な
か
っ
た
が
、
 
五
言
詩
の
歷
史
の
な
か
で
は
、
內
容
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
反
映 
す
る
器
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
謝
靈
運
と
謝
眺
の
關
係
に
つ
い
て
、
よ
り
近
い
時
代
、
『詩
品
』 
中
品
に
は
、
謝
眺
を
謝
混
に
出
る
と
す
る
。
「其
源
出
於
謝
混
」
。 
謝
混
は
玄
言
詩
の
風
を
改
め
謝
靈
運
の
山
水
詩
を
導
い
た
と
評
價 
さ
れ
る
詩
人
。
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
に
「仲
文
始
革
孫
許
之
風
、
 
叔
源
大
變
太
元
之
氣
。
爰
逮
宋
氏
、
顏
謝
騰
聲
」
。
『詩
品
』
序
に 
「
逮
義
熙
中
、
謝
益
壽
斐
然
繼
作
。
元
嘉
中
、
有
謝
靈
運
、
才
高 
詞
盛
、
富
豔
難
踪
」
。
『世
說
新
語
』
文
學
、
ハ
五
、
劉
注
引
『續 
晉
陽
秋
』
に
「
至
義
熙
中
、
謝
混
始
改
」
。
す
な
わ
ち
同
じ
淵
源 
を
も
っ
こ
と
に
よ
り
、
兩
者
は
閒
接
的
に
繫
が
る
。
皎
然
は
『詩
議
』
で
、
謝
靈
運
の
あ
と
に
、
江
淹
、
鮑
照
、
謝 
眺
、
何
遜
を
擧
げ
る
。
「
此
後
、
江
寧
侯
溫
而
朗
、
鮑
參
軍
麗
而 
氣
多
、
雜
體
從
軍
、
殆
凌
前
古
。
恨
其
縱
捨
盤
薄
、
體
貌
猶
少
。
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宣
城
公
情
致
蕭
散
、
詞
澤
義
精
、
至
於
雅
句
殊
章
、
往
往
驚
絕
。
 
何
水
部
雖
謂
格
柔
、
而
多
淸
勁
、
或
常
態
未
剪
、
有
逸
對
可
嘉
、
 
風
範
波
瀾
、
去
謝
遠
矣
」
。
ま
た
「
七
言
述
祖
德
贈
湖
上
諸
沈
」 
詩
(
集
卷
一
ー)
で
は
先
祖
と
し
て
、
謝
靈
運
、
謝
惠
連
、
謝
尙
、
 
謝
眺
を
擧
げ
る
。
「
我
祖
文
章
有
口
名
、
千
年
海
內
重
嘉
聲
。
雪 
飛
梁
苑
操
奇
賦(
梁
苑
出
惠
連
公
雪
賦)
、
春
發
池
塘
得
佳
句 
(
康
樂
云
、
池
上
樓
詩
、
夢
惠
連
、
方
得
池
塘
生
芳
草
之
句)
。
 
世
業
相
承
及
我
身
、
風
流
自
謂
過
時
人
。
初
看
甲
乙
矜
言
語
、
對 
客
偏
能
够
鴿
舞(
尙
公
少
年
善
焉)
。:
.
昔
時
軒
蓋
金
陵
下
、
何 
處
不
傳
沈
與
謝(
田
公
與
約
、
俱
是
西
邸
ハ
友)
。
綿
綿
芳
籍
至 
今
聞
、
眷
眷
通
宗
有
數
君
」
。
現
代
の
文
學
史
の
評
價
は
、
謝
靈 
運
の
山
水
詩
に
依
然
と
し
て
濃
厚
で
あ
っ
た
宗
敎
風
味
が
拂
わ
れ 
た
と
こ
ろ
に
謝
眺
の
風
景
詩
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
謝 
靈
運
と
謝
眺
を
直
接
繫
ぐ
于
頓
の
仕
方
は
、
皎
然
の
系
譜
を
短
い 
紙
幅
に
載
せ
る
た
め
の
割
り
切
っ
た
處
置
で
は
あ
ろ
う
が
、
結
果 
と
し
て
こ
れ
に
ち
か
い
。
南
朝
後
期
を
否
定
す
る
文
學
史
の
見
方
は
唐
初
の
正
史
に
端
を 
發
す
る
。
『周
書
』
王
褒
庾
信
傳
論
で
は
北
朝
の
文
學
が
南
朝
に 
劣
ら
ぬ
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
庾
信
が
梁
陳
「亡
國
の
音
」
を
流 
布
さ
せ
た
と
指
彈
す
る
。
『隋
書
』
文
學
傳
序
で
は
南
北
を
並
列 
し
な
が
ら
、
南
朝
梁
以
降
は
衰
え
て
ゆ
く
過
程
で
あ
り
北
朝
に
惡
い
影
響
を
あ
た
え
た
と
す
る
。
南
朝
前
期
が
否
定
的
評
價
の
對
象 
に
な
ら
な
い
の
は
、
す
で
に
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
や
『南
齊 
書
』
文
學
傳
論
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
唐
代
文
壇
の 
實
作
と
文
學
觀
そ
れ
自
體
が
南
朝
文
學
を
基
盤
に
成
り
立
っ
て
い 
る
か
ら
で
あ
る
。
初
盛
唐
期
の
復
古
文
學
主
義
者
は
こ
の
よ
う
な 
唐
朝
の
公
式
的
見
解
を
と
ら
え
て
南
朝
文
學
を
否
定
し
に
か
か
る
。 
そ
こ
で
採
用
さ
れ
る
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
文
學
史
を
な
か
ほ
ど
で 
切
り
評
價
を
二
分
す
る
論
法
は
、
『漢
書
』
藝
文
志
・
詩
賦
略
に 
辭
賦
文
學
を
「賢
人
失
志
之
賦
」
と
「
侈
麗
關
衍
之
詞
」
に
分
け 
て
以
來
の
も
の
で
あ
る
。
陳
子
昂
「與
東
方
左
史
虬
修
竹
篇
書
」 
(
『全
唐
詩
』
卷
ハ
三)
に
「僕
嘗
暇
時
觀
齊
梁
閒
詩
、
彩
麗
競
繁
、
 
而
興
寄
都
絕
」
。
盧
藏
用
「右
拾
遺
陳
子
昂
文
集
序
」
に
「
宋
齊 
之
末
、
蓋
麒
類
矣
。
逶
迤
陵
頹
、
流
靡
忘
返
」
。
李
白
「古
風
」 
五
十
九
首
、
苴
ハ
ー(
『全
唐
詩
』
卷
一
六
一)
に
「自
從
建
安
來
、
 
綺
麗
不
足
珍
」
な
ど
。
否
定
の
對
象
は
次
第
に
前
の
時
代
へ
と
遡 
る
。そ
の
他
、
「氣
格
」
は
皎
然
が
曹
植
に
對
す
る
評
價
用
語
と
し 
て
用
い
て
い
る
。
『詩
式
』
卷
ー
、
鄴
中
集
に
「
鄴
中
七
子
、
陳 
王
最
高'
:
.
氣
格
自
高
、
與
十
九
首
其
流
一
也
」
。
第
六
段
は
皎
然
の
作
風
が
謝
靈
運
を
受
け
繼
い
で
い
る
こ
と
を 
述
べ
る
。
159
有
唐
吳
興
開
士
釋
皎
然
字
淸
晝
、
卽
康
樂
之
十
世
孫
。
得 
詩
人
之
奧
旨
、
傳
乃
祖
之
菁
華
、
 
極
於
緣
情
綺
靡
、
故
辭
多
芳
澤
、
 
其
或
發
明
玄
理
、
則
深
契
眞
如
、
 
唐
の
吳
興
の
高
僧
、
釋
皎
然
、
 
謝
康
樂
の
十
世
の
孫
で
あ
る
。
詩
經
の
作
者
の
奧
義
を
得
、
 
先
祖
の
精
華
を
傳
え
、
江
南
地
方
の
詩
人
は
、
規
範
と
し
な 
い
も
の
は
な
い
。
思
い
を
述
べ
る
の
に
う
つ
く
し
さ
を
極
め 
る
、
ゆ
え
に
こ
と
ば
は
香
し
く
艶
が
あ
り
、
古
を
則
と
し
て 
制
作
す
る
、
ゆ
え
に
韻
律
は
淸
ら
か
で
壯
麗
で
あ
る
こ
と
を 
尊
ぶ
。
奧
深
い
こ
と
わ
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
、
眞 
理
に
ふ
か
く
契
合
し
て
い
る
の
は
、
さ
ら
に
深
遠
で
思
議
す 
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。
江
南
詞
人
、
莫
不
楷
範
。
 
師
古
興
制
、
故
律
尙
淸
壯
。 
又
不
可
得
而
思
議
也
。 
字
は
淸
晝
は
、
す
な
わ
ち
皎
然
は
湖
州
長
城
の
人
。
「
五
言
早
春
書
懷
寄
李
少
府
仲
宣
」 
詩
(
集
卷
二)
序
に
「
豫
故
里
在
長
城
卞
山
。
昔
歲
屬
狂
寇
陷
沒 
江
左
、
親
故
離
散
、
永
望
檢
梓
、
不
覺
傷
懷
」
。
俗
姓
は
謝
、
晚 
年
は
字
を
用
い
「晝
」
と
稱
し
た
。
于
順
「
郡
齊
臥
疾
贈
晝
上 
人
」
詩
、
原
注
に
「
上
人
早
名
皎
然
、
晚
字
晝
」
。
七
代
の
祖
が 
吳
興
太
守
で
あ
り
、
そ
の
舊
居
で
あ
る
墅
に
幼
少
時
代
を
過
ご
し 
た
。
「
五
言
賦
得
謝
墅
送
王
長
史
」(
集
卷
六)
序
に
「
其
墅
卽
晝
七
代
祖
吳
興
守
舊
居
」
、
詩
に
「
世
業
西
山
墅
、
移
家
長
我
身
。 
蕭
疎
遺
樹
老
、
寂
寞
廢
田
春
。
車
巷
傷
前
轍
、
籬
溝
憶
舊
鄰
。
何 
堪
再
過
日
、
更
送
北
歸
人
」
。
賈
晉
華
の
考
證
に
よ
れ
ば
、
「
七
代 
の
祖
」
と
は
謝
船
の
こ
と
、
謝
安
五
世
の
孫
に
あ
た
る
人
物
。
し 
た
が
っ
て
皎
然
は
謝
安
十
二
世
の
孫
に
あ
た
る
。
謝
靈
運
か
ら
は 
傍
系
に
あ
た
り
、
靈
運
の
孫
の
超
宗
が
謝
胱
と
同
輩
で
あ
る
こ
と 
か
ら
、
正
し
く
は
傍
系
九
世
の
後
裔
と
な
る
、
と
い
う
。
『皎
然 
年
譜
』
三I
六
頁
參
照
。
文
學
の
正
統
を
承
け
、
江
南
詩
人
の
規
範
と
な
る
。
そ
の
文
學 
は
詞
藻
と
韻
律
に
す
ぐ
れ
る
。
評
價
軸
を
謝
靈
運
と
同
じ
く
し
な 
が
ら' 
佛
僧
と
し
て
の
評
價
が
そ
こ
に
加
わ
る
。
「
郡
齋
臥
疾
贈 
晝
上
人
」
詩
に
も
そ
の
文
學
と
佛
敎
と
を
對
に
し
て
述
べ
て
い
た
。 
「
夙
陪
翰
墨
徒
、
深
論
窮
文
格
。
麗
則
風
騷
後
、
然
公
我
詞
客
。
 
晚
依
方
外
友
、
極
理
探
精
頤
。
物
合
南
北
宗
、
晝
公
我
禪
伯
」
。
 
ま
た
「芳
澤
」
の
語
は
そ
こ
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。
「隨
順
令
得 
解
、
故
我
言
芳
澤
」
。
第
七
段
は
皎
然
文
集
編
纂
の
經
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。
 
貞
元
壬
申
歲' 
餘
分
刺
吳
興
之
明
年
、
集
賢
殿
御
書
院
有 
命
徵
其
文
集
。
餘
遂
採
而
編
之
、
得
詩
筆
五
百
四
十
六
首
、
 
分
爲
十
卷
、
納
於
延
閣
書
府
。
上
人
以
餘
嘗
著
詩
述
論
前
代
160
之
詩
、
遂
託
餘
以
集
序
。
辭
不
獲
已
、
略
志
其
變
。
 
貞
元
壬
申
の
歲
、
わ
た
し
が
吳
興
に
赴
任
し
た
明
く
る
年
、
 
集
賢
殿
御
書
院
よ
り
そ
の
文
集
を
召
し
出
す
よ
う
に
と
の
命 
が
下
っ
た
。
わ
た
し
は
か
く
て
こ
れ
を
採
取
し
て
編
集
し
、
 
詩
文
五
百
四
十
六
首
を
得
、
分
け
て
十
卷
と
し
、
宮
廷
の
書 
庫
に
納
め
た
。
上
人
は
わ
た
し
が
か
っ
て
前
代
の
詩
に
つ
い 
て
論
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
わ
た
し
に
文
集
の
序 
を
書
く
こ
と
を
託
さ
れ
た
。
辭
退
し
よ
う
と
し
た
が
や
む
を 
得
ず
、
そ
の
文
學
史
上
の
意
義
を
あ
ら
ま
し
記
し
た
。
 
勅
文
「敕
浙
西
觀
察
使
牒
湖
州
當
州
皎
然
禪
師
集
」
は
『四
部 
叢
刊
』
所
收
、
上
海
涵
芬
樓
影
印
江
安
傅
氏
雙
鑑
樓
藏
景
宋
寫
本 
『晝
上
人
集
』
卷
首
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
「牒
。
得
集
賢
殿
御 
書
院
牒
、
前
件
集
庫
內
無
本
、
交
闕
進
奉
。
牒
使
請
速
寫
送
院
訖 
垂
報
者
、
牒
州
寫
送
使
者
。
故
牒
。
貞
元
ハ
年
正
月
十
日
牒
。
都 
團
練
副
使
權
判
兼
侍
御
使
李
元
、
使
潤
州
刺
史
兼
御
史
中
丞
王 
緯
」
。
明
の
毛
晉
汲
古
閣
本
『杼
山
集
』
十
卷
に
は
本
編
に
五
百
四
十 
首
、
補
遺
に
五
首
、
倂
せ
て
五
百
四
十
五
首
の
詩
と
文
を
收
め
る
。
 
『全
唐
詩
稿
本
』
に
十
七
首
、
『全
唐
詩
』
に
七
首
を
新
た
に
加 
え
、
都
合
五
百
六
十
九
首
が
遺
る
。
た
だ
し
『全
唐
詩
稿
本
』
の
加
え
た
う
ち
四
首
は
本
編
と
重
複
し
て
い
る
。
現
行
の
『杼
山 
集
』
は
詩
七
卷
、
碑
誌
讚
書
序
二
卷
、
聯
句
一
卷
の
計
十
卷
か
ら 
な
る
。
「著
詩
述
論
前
代
之
詩
」
の
部
分
は
四
部
叢
刊
本
に
は
「書
述 
論
前
代
之
詩
」
と
作
り' 
テ
キ
ス
ト
が
亂
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
い 
ず
れ
も
讀
み
に
く
い
が
、
于
頓
が
詩
を
論
ず
る
書
を
著
わ
し
て
い 
た
こ
と
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
後
に
『龐
居
士
語
錄
』
を
編 
む
こ
と
に
な
る
が
、
よ
り
初
期
に
文
學
關
係
の
著
述
が
あ
っ
た
こ 
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
「
略
志
其
變
」
の
表
現
は
、
盧
藏
用
「右
拾
遺
陳
子
昂
文
集 
序
」
の
「故
粗
論
文
之
變
而
為
之
序
」
を
踏
ま
え
よ
う
。
第
八
段
は
皎
然
の
佛
敎
と
詩
作
に
つ
い
て
撰
者
の
考
え
を
述
べ 
る
。
上
人
之
植
性
淸
和
、
稟
質
端
懿
、
中
祕
空
寂
、
外
開
方
便
。 
妙
言
說
於
文
字
、
了
心
境
於
定
惠
、
又
釋
門
之
慈
航
智
炬
也
。
 
餘
游
方
之
內
者
、
何
足
以
扣
玄
關
。
謝
氏
世
爲
詩
人
、
豈
佛 
書
所
爲
習
氣
。
云
爾
。
上
人
は
も
ち
ま
え
が
淸
く
和
や
か
、
性
質
が
正
し
く
う
る 
わ
し
く
、
心
中
に
空
の
境
地
を
祕
め
、
說
法
に
よ
っ
て
衆
生 
を
解
脫
へ
と
導
く
。
こ
と
ば
を
文
字
に
記
せ
ば
絕
妙
、
定
と
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慧
の
心
境
を
わ
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
佛
門
の
よ
き
導
き
手 
で
も
あ
る
。
わ
た
し
は
俗
世
間
に
身
を
置
く
も
の' 
奧
深
い 
關
門
を
叩
く
資
格
な
ど
ど
う
し
て
あ
ろ
う
。
謝
氏
は
歷
代
詩 
人
の
家
柄
、
佛
書
の
習
い
だ
と
い
う
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
ろ 
う
。
以
上
の
と
お
り
。
詩
作
と
佛
道
修
行
の
關
係
に
つ
い
て
、
皎
然
自
身
は
佛
道
の
妨 
げ
に
な
る
と
し
て
し
ば
ら
く
詩
作
を
や
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
世 
事
に
か
か
わ
る
の
は
禪
者
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
文
筆 
活
動
が
自
身
の
本
性
を
み
だ
す
と' 
實
際
に
筆
と
硯
と
を
遠
ざ
け 
た
と
い
う
。"
詩
式
』
卷
二
中
序
に
「貞
元
初' 
豫
與
二
三
子 
居
東
溪
草
堂
、
每
相
謂
日
、
世
事
喧
喧
、
非
禪
者
之
意
。
假
使
有 
宣
尼
之
博
識
、
胥
臣
之
多
聞
、
終
朝
目
前
、
矜
道
侈
義
、
適
足
以 
擾
我
眞
性
。
豈
若
孤
松
片
雪
、
禪
坐
相
對
、
無
言
而
道
合
、
至
靜 
而
性
同
哉
。
吾
將
深
入
杼
峰
、
與
松
雪
爲
侶
。
所
著
詩
式
及
諸
文 
筆
、
 
倂
寢
而
不
紀
。
因
顧
筆
硯
日
『我
疲
爾
役
、
爾
困
我
愚
、
數 
十
年
閒
、
了
無
所
得
。
況
你
是
外
物
、
何
累
於
我
哉
。
住
旣
無
心
、
 
去
亦
無
我
。
豫
將
放
爾
、
各
還
其
性
、
使
物
自
物
、
不
關
於
豫
、
 
豈
不
樂
乎
』
。
遂
命
弟
子
黜
焉
」
。
以
上
ま
と
め
る
と
、
于
頓
序
の
文
學
觀
，
文
學
史
觀
は
、
文
學
の
發
展
變
化
を
評
價
す
る
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
に
基
礎
を
お
く
。 
皎
然
が
當
の
謝
靈
運
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
書
き
方
の 
方
針
を
決
し
て
い
る
。
こ
れ
は
當
時
の
文
學
觀
の
標
準
を
な
す
も 
の
で
も
あ
り
、
于
順
自
身
の
文
學
觀
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。 
文
學
の
評
價
基
準
は
、
「氣
・
格
」
を
中
心
と
し
、
詞
藻
と
音
韻 
を
重
ん
じ
る
が
、
理
論
的
な
側
面
に
お
い
て
新
味
は
な
い
。
復
古 
文
學
史
觀
の
要
素
に
つ
い
て
も
、
標
準
化
さ
れ
た
言
い
方
を
取
り 
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
皎
然
『詩
議
』
『詩
式
』
を
は
じ
め
、
構 
成
か
ら
措
辭
ま
で
、
古
今
さ
ま
ざ
ま
の
文
學
史
テ
キ
ス
ト
の
要
を 
摘
み
、
ひ
と
つ
に
ま
と
め
あ
げ
た
手
際
に
こ
そ
、
最
も
お
お
き
な 
特
徵
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
--
皎
然
の
文
學
史
觀
と
于
頓
と
の
差
異
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。
 
皎
然
の
文
學
史
の
見
方
に
は
下
降
史
觀
が
濃
厚
で
あ
る
。
詩
敎
殆
淪
缺 
庸
音
互
相
傾 
忽
觀
風
騷
韻 
會
我
夙
昔
情 
蕩
漾
學
海
資
詩
敎
殆
ど
淪
缺
し 
庸
音
互
い
に
相
傾
く 
忽
と
し
て
觀
る
風
騷
の
韻 
我
が
夙
昔
の
情
に
會
う 
蕩
漾
た
り
學
海
の
資
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鬱
爲
詩
人
英 
格
將
寒
松
高 
氣
與
秋
江
淸 
何
必
鄴
中
作 
可
爲
千
載
程
說
詩
迷
頹
靡 
偶
俗
傷
趨
競
鬱
と
し
て
詩
人
の
英
為
り 
格
は
寒
松
と
將
に
高
く 
氣
は
秋
江
と
與
に
淸
し 
何
ぞ
必
ず
し
も
鄴
中
の
作
の 
千
載
の
程
と
為
る
べ
き
の
み
な
ら
ん
や 
(
「
五
言
苔
蘇
州
韋
應
物
郞
中
」
集
卷
一) 
詩
を
說
き
て
は
頹
靡
に
迷
い 
俗
に
偶
い
て
は
趨
競
を
傷
む
(
「
五
言
苔
鄭
方
囘
」
集
卷
ー)
文
學
の
歷
史
を
風
諭
機
能
の
喪
失
に
お
い
て
と
ら
え
る
見
方
は
、
 
『漢
書
』
藝
文
志
・
詩
賦
略
を
規
範
と
し
、
初
盛
唐
の
文
學
史
記 
述
に
援
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
目
的
に
應
じ
、
揭
げ
る
價
値
基
準 
に
も
相
違
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『周
書
』
王
亵
庾
信
傳
論
で
は
北 
朝
を
中
心
に
し
た
文
學
史
記
述
を
な
す
た
め
に
、
『宋
書
』
謝
靈 
運
傳
論
の
文
學
觀
に
よ
り
な
が
ら
、
『漢
書
』
藝
文
志
，
詩
賦
略 
の
論
法
に
よ
っ
て
南
朝
後
期
の
文
學
を
排
斥
し
、
そ
の
惡
い
影
響 
が
北
に
及
ん
だ
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
陳
子
昂 
「與
東
方
左
史
虬
修
竹
篇
書
」
及
び
盧
藏
用
「右
拾
遺
陳
子
昂
文 
集
序
」
の
文
學
史
が
書
か
れ
る
。
前
者
は
自
身
の
詩
の
試
み
「
興
寄
」
を
宣
揚
す
る
た
め
に' 
下
降
史
觀
に
よ
る
詩
史
を
構
え
齊
梁 
以
下
を
排
斥
し
た
。
後
者
は
陳
子
昂
の
文
學
を
顯
彰
す
る
た
め
に
、
 
彼
の
主
張
を
文
學
史
全
般
に
廣
げ
宋
齊
以
下
を
排
斥
し
た
。
あ
る 
基
準
を
揭
げ
て
そ
れ
に
あ
わ
な
い
も
の
を
排
斥
す
る
こ
の
論
法
は
、
 
過
去
の
文
學
に
つ
い
て
評
價
を
下
し
な
が
ら
、
實
際
に
存
在
す
る 
勢
力
に
對
し
て
自
身
の
立
場
を
主
張
す
る
、
政
治
的
な
デ
ィ
ス 
ク
ー
ル
で
あ
る
。
李
白
や
盛
唐
の
古
文
先
驅
者
が
こ
れ
に
よ
っ
た 
の
も
、
政
治
を
牛
耳
る
舊
來
の
勢
力
に
對
抗
す
る
意
圖
を
持
っ
て 
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
唐
代
文
學
史
は
、
こ
う
し
て
下
降
史
觀
の
な 
か
に
收
ま
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
盛
唐
古
文
先
驅
者
の
旗
印
と 
も
な
っ
た
が
、
文
學
の
發
展
變
化
を
肯
定
し
な
が
ら
修
辭
へ
の
傾 
き
を
否
定
す
る
矛
盾
は
覆
い
隱
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
皎
然
は
、
 
文
學
の
下
降
史
觀
に
よ
り
な
が
ら
、
評
價
基
準
を
謝
靈
運
と
す
る 
と
い
う
行
き
方
を
と
る
。
そ
の
文
學
史
觀
は
『詩
議
』
に
見
え
る
。
 
古
詩
以
諷
敎
爲
宗
、
直
而
不
俗
、
麗
而
不
巧
、
格
高
而
詞 
溫
、
語
近
而
意
遠
、
情
浮
於
語
、
偶
象
則
發
、
不
以
力
制
、
 
故
皆
合
於
語
、
而
生
自
然
。
建
安
三
祖
七
氏
、
五
言
始
盛
、
 
風
裁
爽
朗\
莫
之
與
京
。
然
終
傷
用
氣
使
オ
、
違
於
天
眞
、
 
雖
忘
從
容
、
而
露
造
跡
。
正
始
中
、
何
晏
嵇
阮
之
儔
也
、
嵇 
興
高
逸
、
阮
旨
閒
逸
、
亦
難
爲
等
夷
。
論
其
代
、
則
漸
浮
侈
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矣
。
晉
世
尤
尙
綺
靡
。:
.
宋
初
文
格
、
與
晉
相
沿
、
更
麒
類 
矣
。
論
人
、
則
康
樂
侯
秉
獨
善
之
姿
、
振
頹
靡
之
俗
。
沈
建 
昌
評
、
自
靈
均
以
來
、
一
人
而
已
。
古
詩
十
九
首
は
諷
敎
を
宗
と
し
、
語
は
平
易
だ
が
遠
い
お
も
む 
き
が
あ
り
自
然
。
建
安
詩
は
爽
や
か
で
あ
る
が
、
オ
氣
に
過
ぎ
天 
眞
を
う
し
な
う
。
正
始
の
時
代
は
浮
侈
に
お
も
む
き
、
晉
代
は
綺 
靡
を
と
う
と
ぶ
。
宋
で
は
文
の
格
調
は
憔
悴
し
た
。
そ
の
衰
え
た 
風
を
ひ
と
り
引
き
受
け
て
立
つ
の
が
謝
靈
運
で
あ
る
と
。
こ
う
し 
た
詩
人
像
は
、
盧
藏
用
「
右
拾
遺
陳
子
昂
文
集
序
」
や
李
陽
冰 
「
唐
李
翰
林
草
堂
集
序
」
に
描
か
れ
る
陳
子
昂
や
李
白
の
像
に
等 
し
い
。
皎
然
『詩
式
』
卷
三
に
も
「
論
盧
藏
用
陳
子
昂
集
序
」
と 
い
う
評
論
が
あ
り
、
『詩
議
』
の
謝
靈
運
像
が
盧
藏
用
序
の
影
響 
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
謝
靈
運
の
文 
學
に
つ
い
て
は
『詩
式
』
卷
ー
、
文
章
正
宗
に
い
う
。
眞
於
情
性
、
尙
於
作
用
、
不
顧
詞
彩
、
而
風
流
自
然
。
… 
其
格
高
、
其
氣
正
、
其
體
貞
、
其
貌
古
、
其
詞
深
、
其
才
婉
、
 
其
德
容
、
其
調
逸
、
其
聲
諧
哉
。
ま
こ
と
の
氣
持
ち
と
も
ち
ま
え
に
忠
實
に
、
そ
れ
が
こ
と
ば
に
あ
ら
わ
れ
て
詩
の
表
現
と
な
り
、
こ
と
さ
ら
な
修
辭
に
氣
を
遣
わ 
ず
、
お
も
む
き
は
自
然
で
あ
る
。
格
調
と
風
氣
、
文
體
と
措
辭
、
 
才
能
と
人
德
、
音
聲
と
韻
律
な
ど
、
文
學
を
構
成
す
る
要
素
が
高 
い
水
準
で
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
、つ
し
て
過
去
の
文
學
史
觀
に
お
い 
て
對
立
す
る
要
素
で
あ
っ
た
も
の
が
、
皎
然
に
お
い
て
は
矛
盾
な 
く
お
さ
ま
る
こ
と
に
な
る
。
彼
の
論
は
大
枠
を
下
降
文
學
史
觀
に 
と
り
な
が
ら
、
謝
靈
運
を
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
從
來
の
よ
う
な 
內
容
と
表
現
の
對
立
と
は
な
ら
な
い
。
『詩
式
』
卷
四
、
齊
梁
詩 
に
い
う
。夫
五
言
之
道
、
惟
工
惟
精
。
論
者
雖
欲
降
殺
齊
梁
、
未
知 
其
旨
。
若
據
時
代
、
道
喪
幾
之
矣
。
詩
人
不
用
此
論
。
何
也
。 
如
謝
吏
部
詩
…
柳
文
暢
詩
…
王
元
長
詩
、.
:
亦
何
減
於
建
安
。
 
…
如
王
筠
詩
…
庾
肩
吾
詩
…
沈
約
詩\
:
・
格
雖
弱
、
氣
猶
正
。 
遠
比
建
安
、
可
言
體
變
、
不
可
言
道
喪
。
五
言
詩
は
こ
ま
や
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
齊
梁
詩
を
こ
き 
お
ろ
す
論
調
が
あ
る
が
、
時
代
の
價
値
道
德
が
喪
わ
れ
た
の
は
と 
お
の
む
か
し
だ
。
詩
に
お
い
て
は
そ
う
で
な
い
。
齊
梁
の
作
に
も 
建
安
に
減
じ
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
風
格
は
弱
い
と
は
え
氣
風 
は
た
だ
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
變
化
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
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り
、
道
が
喪
わ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
下
降
文
學
史
の
な
か
に
、
 
變
化
發
展
を
重
ん
ず
る
『宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
の
文
學
觀
が
折
衷 
さ
れ
る
。
排
擊
す
べ
き
對
象
も
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
大
曆
中
、
詞
人
多
在
江
外
。
皇
甫
冉
・
嚴
維
・
張
繼
，
劉 
長
卿
，
李
嘉
祐
・
朱
放
、
竊
占
靑
山
・
白
雲
・
春
風
・
芳
草
、
 
以
爲
己
有
。
吾
知
詩
道
初
喪
、
正
在
於
此
。
何
得
推
過
齊
梁 
作
者
。
迄
今
餘
波
尙
寝
、
後
生
相
效
、
沒
溺
者
多
。
大
曆
末 
年
、
諸
侯
改
轍
、
蓋
知
前
非
也
。
大
曆
中
、
皇
甫
冉
や
嚴
維
ら
多
く
の
詩
人
は
江
南
の
地
に
あ
っ 
て
お
だ
や
か
な
自
然
の
風
物
を
詠
み
、
わ
が
も
の
と
し
た
よ
う
に 
思
っ
た
が
、
詩
道
の
喪
失
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
齊
梁
の
作
者
を
批 
判
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
い
ま
に
至
る
ま
で
そ
の
閒
違
っ
た
作 
風
に
追
從
す
る
も
の
は
多
い
。
大
曆
末
年
に
い
た
り
、
よ
う
や
く 
彼
ら
は
聞
違
い
に
氣
付
き
、
行
い
を
改
め
た
よ
う
だ
。
盛
唐
の
復 
古
主
義
者
の
論
と
は
、
內
容
・
用
途
と
も
に
お
お
き
く
樣
變
わ
り 
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
皎
然
が
初
盛
唐
以
來
の
下
降
文
學
史
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
、
 
そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
謝
靈
運
を
基
準
と
し
た
の
は
、
彼
が
そ
の 
後
裔
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
作
用
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
、
杜
甫
の
よ
う
な
內
實
と
表
現
と
を
兼
ね
備
え
た
作
家
の
實
作 
を
積
ん
だ
あ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
時
代
の
流
れ
に
沿
い
文
學
の
實 
質
に
近
づ 
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
于
順
の
批
評
に
は
、
皎
然
本
人
に
濃
厚
な
下
降
史
觀
は
み
え
な 
い
。
そ
れ
は
于
頓
詩
冒
頭
の
皎
然
文
學
へ
の
評
價
に
よ
く
示
さ
れ 
て
い
る
。
夙
陪
翰
墨
徒 
深
論
窮
文
格 
麗
則
風
騷
後 
然
公
我
詞
客
夙
に
翰
墨
の
徒
に
陪
し 
深
く
論
じ
て
文
格
を
窮
む 
麗
則
あ
り
風
騷
の
後 
然
公
我
が
詞
客
な
り
詩
經
と
楚
辭
の
あ
と
に
華
麗
で
則
の
あ
る
文
學
を
う
ち
立
て
た 
と
。
于
頓
の
詩
論
關
係
の
論
述
が
失
わ
れ
た
い
ま
、
確
實
な
こ
と 
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
皎
然
本
人
の
文
學
史
テ
キ
ス
ト
に
よ
り 
な
が
ら
、
下
降
史
觀
が
表
面
的
な
か
た
ち
で
し
か
取
り
こ
ま
れ
て 
い
な
い
の
は
、
于
頓
本
人
の
考
え
方
に
そ
れ
に
與
す
る
部
分
が
な 
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
(
本
學
敎
授)
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